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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月22日(2021.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の配列を含むペプチド：
　Ｘ1Ｘ2Ｘ3Ｘ4Ｘ5Ｘ6ＰＸ7ＹＸ8Ｘ9ＶＸ10Ｘ11Ｘ12(配列番号７５)、ここで、
　　Ｘ1は、Ｓ、Ｐ、Ａから選択される；
　　Ｘ2は、Ｔ、Ｓ、Ａから選択される；
　　Ｘ3は、Ａ、Ｔから選択される；
　　Ｘ4は、Ａ、Ｔ、Ｉ、Ｓから選択される；
　　Ｘ5は、Ｃ、Ｓ、Ｆから選択される；
　　Ｘ6は、Ｐ、Ｌから選択される；
　　Ｘ7は、任意のアミノ酸残基である；
　　Ｘ8は、Ｅ、Ｄ、Ｙから選択される；
　　Ｘ9は、Ｓ、Ｒから選択される；
　　Ｘ10は、Ｔ、Ａ、Ｅ、Ｄから選択され、Ｔはリン化されていてもよい；
　　Ｘ11は、Ｋ、Ｒから選択され；及び
　　Ｘ12は、Ｐ、Ａ、Ｇから選択される。
　ここで、Ｘ1、Ｘ2、Ｘ3、Ｘ4、Ｘ10、Ｘ11、又はそれらの組み合わせは、アシル化され
ている。
【請求項２】
　アシル基が、

　であり、ｎは４～１８である、請求項１に記載のペプチド。
【請求項３】
　アシル基がミリストイル基である、請求項２に記載のペプチド。
【請求項４】
　Ｘ1がＳ又はＰである、請求項３に記載のペプチド。
【請求項５】
　ペプチドが、配列番号１～７、１５～２１から選択される配列を有する、請求項４に記
載のペプチド。
【請求項６】
　ペプチドが、配列番号８～１４、２２～３５から選択される配列を有する、請求項４に
記載のペプチド。
【請求項７】
　Ｘ6がＰであり、及び／又は、Ｘ1がＳである、請求項４に記載のペプチド。
【請求項８】
　ペプチドが、以下の配列を有する、請求項１に記載のペプチド：
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＴＫＰ（配列番号６）、
　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＴＲＧ（配列番号７）、
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＴＫＰ（配列番号１３）、
　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＴＲＧ（配列番号１４）、
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＡＫＰ（配列番号２０）、
　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＡＲＧ（配列番号２１）、
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＥＫＰ（配列番号２７）、
　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＥＲＧ（配列番号２８）、
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＤＫＰ（配列番号３４）、又は
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　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＤＲＧ（配列番号３５）、
　ここで、下線を引いたＳはミリストイル化され、下線を引いたＴはリン酸化されている
。
【請求項９】
　請求項１に記載の１又は複数のペプチド、及び、薬学的に受容可能なキャリアを含む組
成物。
【請求項１０】
　１又は複数の鎮痛剤及び／又は１又は複数の麻酔剤をさらに含む、請求項９に記載の組
成物。
【請求項１１】
　１又は複数の鎮痛剤及び／又は１又は複数の麻酔剤が、ブピバカイン、エチドカイン、
レボブピバカイン、リドカイン、メピバカイン、プリロカイン、ロピバカイン、プロカイ
ン、クロロプロカイン、メロキシカム、ケトロラク、ジクロフェナク、ケトプロフェン、
ピロキシカム、メタミゾール、又はそれらの組み合わせである、請求項１０に記載の組成
物。
【請求項１２】
　Ｍａｇｉ-１ターゲティングｓｈＲＮＡ、及び／又は、Ｍａｇｉ-１ターゲティングｓｉ
ＲＮＡをさらに含む、請求項９に記載の組成物。
【請求項１３】
　治療有効量の請求項１に記載の１又は複数のペプチドを含む、治療を必要とする被験体
において疼痛を治療するか又は疼痛感受性を増加させるための組成物。
【請求項１４】
　１又は複数の鎮痛剤及び／又は１又は複数の麻酔剤と共に投与される、請求項１３に記
載の組成物。
【請求項１５】
　予想される疼痛の前に投与される、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１６】
　治療を必要とする被験体が、損傷、慢性疾患、慢性炎症、モートン神経腫、手術／術後
の疼痛、又はそれらの組み合わせを有する、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１７】
　損傷が、脊髄損傷、神経損傷、熱傷、又はそれらの組み合わせである、請求項１６に記
載の組成物。
【請求項１８】
　慢性疾患が、糖尿病、帯状疱疹、大うつ病性障害、線維筋痛関節炎、筋萎縮性側索硬化
症、多発性硬化症、統合失調症、自閉症スペクトラム症、癌、又はそれらの組み合わせで
ある、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１９】
　ナトリウム電流の増加又は減少を誘発するために投与される、請求項１３に記載の組成
物。
【請求項２０】
　被験体に投与されるペプチドが、配列番号１～７、１５～２１、及びそれらの組み合わ
せから選択される配列を有する、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２１】
　１回の投与工程後に１～１２０時間、被験体の疼痛が改善される、請求項２０に記載の
組成物。
【請求項２２】
　１回の投与工程後に２４～１２０時間、被験体の疼痛が改善される、請求項２１に記載
の組成物。
【請求項２３】
　前記ペプチドが、配列番号８～１４、２２～３５、及びそれらの組み合わせから選択さ



(4) JP 2021-506794 A5 2022.1.6

れる配列を有する、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２４】
　１回の投与工程後に１～１２０時間、被験体の疼痛感受性が増加する、請求項２３に記
載の組成物。
【請求項２５】
　１回の投与工程後に２４～１２０時間、被験体の疼痛感受性が増加する、請求項２４に
記載の組成物。
【請求項２６】
　前記組成物が、
　配列番号１～７、１５～２１及びそれらの組み合わせから選択される配列を有するペプ
チドを含む、最初に投与される組成物と、
　続いて投与される、配列番号８～１４、２２～３５及びそれらの組み合わせから選択さ
れる配列を有するペプチドを含む組成物
の組み合わせである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記組成物が、
　配列番号８～１４、２２～３５、及びそれらの組み合わせから選択される配列を有する
ペプチドを含む、最初に投与される組成物と、
　続いて投与される、配列番号１～７、１５～２１及びそれらの組み合わせから選択され
る配列を有するペプチドを含む組成物
の組み合わせである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２８】
　以下の配列を有する１又は複数のペプチドを含む、請求項１３に記載の組成物：
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＴＫＰ（配列番号６）、
　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＴＲＧ（配列番号７）、
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＴＫＰ（配列番号１３）、
　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＴＲＧ（配列番号１４）、
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＡＫＰ（配列番号２０）、
　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＡＲＧ（配列番号２１）、
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＥＫＰ（配列番号２７）、
　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＥＲＧ（配列番号２８）、
　　ＳＳＴＴＳＰＰＳＹＤＳＶＤＫＰ（配列番号３４）、又は
　　ＳＡＴＳＦＰＰＳＹＥＳＶＤＲＧ（配列番号３５）
　ここで、下線を引いたＳはミリストイル化され、下線を引いたＴはリン酸化されている
。
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